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バルとハムの街、ビルバオ（スペイン） 

日本で生ハムと言えばイタリアの方が有名かもしれない。だが個人的には

スペインの生ハムの方が好きだ。透明感のある赤茶色の薄い一切れを頬張る

と、熟成した赤身肉の香ばしい香りが口中に広がる。噛めばコク深く凝縮し

た旨味が溢れ、白い脂部分は甘くさらりととろける。軽くあぶったバゲット

にこの生ハムを挟むだけで大変なご馳走になってしまう。イタリアの生ハム

が溌溂とした乙女だとしたら、スペインの生ハムは妖艶な熟女という雰囲気

だ。 

ビルバオの街を歩くと、バル（Bar）と呼ばれる大衆居酒屋をよく見かける。

立ち呑みスタイルが主流だが、イスとテーブルを出しているところも多い。

システムは大抵同じで、まず飲み物とカウンターに並んだタパスと呼ばれる

小皿料理を選び、支払いを済ませる。あとは好きな場所で食べればいい。このタパスが店によって様々で、これを食べるなら

あの店、といったようにハシゴするのも楽しい。タパスに生ハムは外せない。刻んでオリーブオイルと和えてスライスしたバ

ゲットに乗せただけで旨い。プチトマトやチーズ、ズッキーニ、リゾットのコロッケ、どれに合わせても美味しい。 

ハムの塩気に飽きたらスパニッシュオムレツやスモークサーモンなどで休憩し、またユーロを握りしめてカウンターへ行く。

言葉が分からなくても楽しいし、バルにいる人はなぜかみんな陽気で気さくに見えるから不思議だ。カウンターで悩んでいる

と、これが美味しいよと教えてくれる人もいるし、時間をかけて悩んでも店の人に嫌な顔はされない。食べたいものが決まっ

たら「ぺルドン（すみません）」と声を掛けて指でさせばいい。 

店の外の適当な場所で（例えばバイクのサドルをテーブルにして）食べている人も多く、夏なら通りは 23 時ころまで賑やか

だ。自宅で家族揃ってとる夕食ももちろん良いが、大人たちがワインを手に語らう傍らで、子供同士が遊んでいるという街の

画も賑やかで悪くない。性質の悪い酔っぱらいなんて皆無、バルは街の社交場であり、美味しい食事と楽しい会話を味わう場

所なのである。（浅香友里） 
 

Abeõs VIEW Vol.38 あなたの致死率は 100％です 
あなたの致死率は 100％。そう言われると思わずびっくりしてしまいますが、

よくよく冷静に考えてみるとこれは至極当たり前のことです。人間は誰だってい

つか必ず死を迎えます。だけど多くの人は普段からそんなことばかり考えません。 

食通でも知られた作家、池波正太郎のエッセイ『食べる』（『江戸前 通の歳時記』

所収）の中にはこんな一節があります。『人間は、生まれると同時に、確実に［死］

へ向って歩みはじめる。その［死］への道程をつつがなく歩みきるために、動物は

食べねばならぬ。これほどの矛盾があるだろうか』。この後に池波も同じようなこ

とを述べていますが、これだけの事実をみてもわれわれ人間がいかに矛盾に満ち

満ちている存在であるかということを感じます。 

自然死というのは肉体が飲食物を受け付けなくなって、徐々に衰弱していって迎える死を言うそうです。生きるために食

べるということは同時に、死ぬために食べるということでもある。本当にこれほどの矛盾があるのかと思います。 

人間は長命を望み、死を恐れたり忌み嫌ったりする一方で、ほどほどに命の期限があるからこそ、今日一日を大切に過ご

すことができるものです。将来的にそれが可能になるのかどうかはわかりませんが、あと 1000 年生きられると言われたら

どうでしょう。目いっぱい長生きしても 100 年くらいと何となく思っている現代の日本人の感覚なら、それはそれでうんざ

りするのではないでしょうか。（阿部浩一） 
 

＜アワプラジオとは＞ 認定 NPO

法人 OurPlanet-TV（千代田区猿楽

町）に集まった仲間で、2009 年に開

局したミニＦＭ、インターネットラ

ジオ局です。名称は OurPlanet-TVの

略称（愛称）であるアワプラにちなん

でいます。 

http://awapuradio.com/  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GREEN BOOKS 本の紹介 

オーガニック革命（2010 年 1 月）高城 剛 著 

集英社（集英社新書）  734 円 

オーガニックと聞くと、有機栽培の野菜をイメージす

る方が多いだろう。かくいう私もそうだった。何か食に関

することかなと軽い気持ちで読み始めたら、深い深い生

き方改革の本であった。オーガニックには「本来の、本質

的な」という意味もある。本書は 20 世紀的資本主義やア

メリカ化というグローバリゼーションから脱却し、食を

個人レベルに取り戻そうと提案する。 

具体的に見ていこう。著者はイギリスのオーガニック

ムーブメントの渦中にあって、日本のオーガニックに対

する考えは健康食・セレブ食といった表層的なものに過

ぎないと指摘する。本来あるべき姿は、有機野菜を食べる

という行為にとどまらない。政治や経済を人任せにせず、

自分で情報を求め、分析して行動することである。 

まだ資本主義経済システムが整っていなかった時代、

食べ物は自ら生産していた。それが 20 世紀的資本主義に

よって、気づけばすべて人任せになっていた。著者はイギ

リスのブレア政権の成立から退陣、アメリカとの関係を

絡めながら 20 世紀的資本主義の崩壊を読み解く。固定し

た都市システムに警笛を鳴らし、流動的で個人レベルの

食やエネルギーの創出を訴える。オーガニック革命とは、

世情不安な世界にあって、主体的に生きていくための方

法論なのだ。 

本書は原発事故前に書かれたものだが、事故後の今、よ

く実感できる気がする。加工された情報を鵜呑みにせず、

できるだけ生の情報に触れて自ら判断すること、自分が

口にする食べ物の向こう側、コンセントの向こう側を意

識するだけで、世界は違って見えてくるはずだ。 

（髙橋幸子） 

 ある児童書担当のつぶやき、もしくは心模様 

プロ棋士の愛した玩具 

昨年、連勝を続けた棋士が幼少期に遊んだと様々なメディアで紹介されたものがあり

ます。まずひとつは「New スタディ将棋」。それぞれ「歩」はどう動くのか、「飛」はど

こへ動くのか駒に記されており、将棋のはじめの一歩を踏み出すに最適のもの。 

そしてもうひとつは海外メーカーの立体パズル「キュボロ」。コースをつくり、ビー玉

を転がす…。シンプルではありますが、パーツのひとつひとつにある穴の位置がキュー

ブにより異なりしっかりと頭の中で設計図を組み立てる必要があります。 

論理的思考を育むことができるのでどちらもオススメですが、キュボロに関しては海

外でほぼ手作業で作られているのでなかなか入手が厳しいようです。 

私の担当店でも現在注文を承っても早くて 2019 年。今、1、2 歳のお子さまだったら

丁度よいかもしれません。（しおばらゆうじ） 

Hello! Movie 映画の紹介 

イントゥ･ザ･ワイルド（2007 年・アメリカ/ショーン･ペン監督） 

NASA の重要な役員である父のもと、裕福な家庭で育ち、

優秀な成績で大学を卒業したクリスことクリストファー･

マッカンドレス(1968-92)。輝かしい未来が待っているだろ

う青年はなぜ全てを捨てて、旅に出たのか？ 

アリゾナ、カリフォルニア、メキシコ。そしてアメリカの

最北部アラスカ州の荒野へ。美しい大自然をまわる旅とク

リスが抱える複雑な思いとが交差する。川の流れ、木々、荒

野などクリスがたどった大自然の映像がとにかく美しい。

どんな悩みも自然を前にすればちっぽけなのかもしれな

い。人間なんてものはどこまでもちっぽけな存在なのだ。 

裕福な家庭ではあるものの、金を使ってものを与える両

親、幼いころからの両親の不和、そして両親のなれそめが不

倫から始まっていたという事実。両親を許せないクリス。旅

先で出会った中年のヒッピー夫婦や一人暮らしの老人か

ら、若いときにはわからない親の愛情もあると言われるも

のの、彼の中のわだかまりは解けない。シンガーの少女から

恋心を抱かれたり、妻子を失った老人からは養子になって

欲しいと言われたり。 

旅先で出会った多くの人々に好かれ、引きとめられなが

らも“世界の真理”を知るためにアラスカに向かうクリス。こ

こから一気に風景は変わっていく。猟の失敗、雪解けした自

然の驚異、荒野の罠―。「幸福が現実となるのは、それを誰

かと分かち合った時だけだ。」名優ショーン･ペンが放つ、み

ずみずしくも切ない青春。（二方 華） 

 

 

 

 


